
　 とても役に立っている　　 ある程度役に立っている　　あまり役に立っていない　　 まったく役に立っていない　　 無回答

2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

国公立（n=863）

私立（n=276）

普通科（n=841）

総合学科（n=82）

専門高校（n=133）

過
去
調
査

設
置
者
別

高
校
タ
イ
プ
別

70%以上（n=523）

2
0
1
2
年

大
短
進
学
率
別

2
0
1
0
年

大
短
進
学
率
別

40～70％未満（n=228）

40％未満（n=378）

70%以上（n=468）

40～70％未満（n=248）

40％未満（n=428）

※【キャリア教育実施校】とは、 図11「キャリア教育の実施時間」で「特に実施していない」以外の回答校

　

自
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
生
徒
の
役
に
立

っ
て
い
る
か
、キ
ャ
リ
ア
教
育
実
施
校
に
効
果

に
つ
い
て
た
ず
ね
た（
図
14
）。｢

と
て
も
役
に

立
っ
て
い
る｣

は
8
％
、｢

あ
る
程
度
役
に
立
っ

て
い
る｣

ま
で
合
わ
せ
た
84
％
が
効
果
を
感
じ

て
お
り
、前
回
80
％
か
ら
増
加
し
た
。一
方
で
、

「
あ
ま
り
役
に
立
っ
て
い
な
い
」｢

ま
っ
た
く
役

に
立
っ
て
い
な
い｣

の
合
計
14
％
は
、前
回
18

％
か
ら
減
少
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
施
校
に
関
し
て
は
、「
キ

ャ
リ
ア
教
育
は
役
立
っ
て
い
る
」と
い
う
見
方

が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
回
よ
り
も
全
般
的
に

効
果
を
実
感
し
て
い
る

　

設
置
者
別
で
は
私
立
よ
り
も
国
公
立
が
、

高
校
タ
イ
プ
別
で
は
普
通
科
よ
り
も
専
門

高
校
や
総
合
学
科
で
の｢

役
立
っ
て
い
る
・
計｣

の
割
合
が
高
い
。

　

大
短
進
学
率
別
に
見
て
も
、ど
の
層
も
前

回
よ
り｢

役
立
っ
て
い
る
・
計｣

が
増
加
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
効
果
と
課
題

Ⅳ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
役
立
ち
度

図14 キャリア教育は生徒の役に立っているか 【キャリア教育実施校】 ※

全
体
の
84
％
が「
役
に
立
っ
て
い
る
」
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　 増した　　 変わらない　　 減った　　 わからない　　 無回答

2012年全体（n=1145）生
徒
の
満
足
度 2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

2010年全体（n=1152）

2012年全体（n=1145）

2010年全体（n=1152）

生
徒
の
意
欲

生
徒
の
学
力

保
護
者
の
満
足
度

教
員
の
意
欲

教
員
の
仕
事

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当

部
署
の
仕
事

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当

部
署
の
存
在
価
値

※【キャリア教育実施校】とは、 図11「キャリア教育の実施時間」で「特に実施していない」以外の回答校

２０１２年「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
施
校
で
は
、キ
ャ
リ
ア

教
育
の
推
進
に
よ
っ
て
何
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
と
感
じ
て
い
る
の
か
。
キ
ャ
リ
ア
教

育
実
施
校
に
生
徒
の
満
足
度
や
意
欲
、教

員
の
意
欲
や
仕
事
量
な
ど
8
項
目
に
つ
い

て
増
減
を
た
ず
ね
た（
図
15
）。

 ｢

増
し
た｣

の
割
合
が
多
か
っ
た
の
は
、｢

教

員
の
仕
事｣｢

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
部
署
の

仕
事｣

で
、い
ず
れ
も
6
割
を
超
え
た
。
以

下
は
か
な
り
離
れ
て｢

生
徒
の
意
欲｣｢

生
徒

の
満
足
度｣

な
ど
が
続
く
。「
増
し
た
」が
最

も
少
な
い
の
は「
生
徒
の
学
力
」で
、「
変
わ

ら
な
い
」も
最
も
多
か
っ
た
。

生
徒
の
満
足
度
、意
欲
な
ど

全
項
目
で「
増
し
た
」が
増
加

　

図
15
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、前
回
10
年
か

ら
今
回
12
年
に
か
け
て
、全
項
目
で「
増
し

た
」が
増
加
。
こ
の
図
に
は
な
い
が
、実
は

前
々
回
08
年
か
ら
今
回
に
か
け
て
、全
項
目

と
も「
増
し
た
」が
増
加
し
て
い
る
。す
な
わ

ち
、生
徒
の「
満
足
度
」「
意
欲
」「
学
力
」と

い
っ
た
も
の
が
年
々
増
し
て
い
る
実
感
を
も

つ
陰
で
、教
員
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
部
署

の「
仕
事
」も
増
え
続
け
て
い
る
と
い
う
実

態
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
る
変
化

図15 キャリア教育による生徒・学校の変化 【キャリア教育実施校】 ※

「
増
し
た
」が
最
も
多
い
の
は「
教
員
の
仕
事
」
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高校タイプ別

57.7普通科（n=865） 45.5 36.5 34.9 23.8 8.9 7.5 3.6

66.3総合学科（n=83） 43.4 41.0 41.0 25.3 7.2 8.4 9.6

65.0専門高校（n=137） 35.8 38.0 26.3 27.0 5.1 6.6 3.6

60.1キャリア教育実施校（n=1145） 44.2 37.5 34.1 24.8 8.1 6.9 3.9

2012年大短進学率別

57.170％以上（n=539） 44.3 34.1 34.3 24.7 10.4 8.0 4.6

60.740～70％未満（n=234） 44.4 43.6 35.5 20.1 6.8 4.7 4.7

59.840％未満（n=388） 42.3 36.1 34.5 27.6 7.0 8.5 3.4

■生徒にとって有意義

○生徒が、生涯に渡って学び続けること
を通じて、自らの職業や働くことの意義
も見出すことが期待できる（九州･沖縄
/総合）
○キャリア教育は単に進路指導、職業
教育にとどまらず、生徒の生きる力を育
成するために大きな役割を担っている
（東北/普通）
○企業など外部の方に社会について語

ってもらうことによって生徒は確実によ
い形で変化していく（東海/その他）

■教員の負担は
　相当大きくなりそうだ

○現任校については生徒の進路希望、
学力が多様であり、個々に対応したキャ
リア教育を行うとしたら相当の時間が必
要だと思われる。実際にここ数年で業
務量が増加して土、日も休めない状態で
ある（九州･沖縄/普通）

■望ましい進路指導が
　実現できそう

○生徒の意欲が向上するだけでなく、教
員自身のキャリア教育になり、学校全体
の力がアップする（東北/普通）
○キャリア教育の取り組み開始時点で
は見えなかった成果が、毎年の積み重
ねで、少しずつではあるが見えてきたよう
な気がしているから（四国/普通）

生
徒
に
と
っ
て

有
意
義
だ
と
思
う

提
唱
さ
れ
て
い
る
内
容
ど
お
り
に

現
場
が
取
り
組
む
と
し
た
ら
、

教
員
の
負
担
は

相
当
大
き
く
な
り
そ
う
だ

望
ま
し
い
進
路
指
導
が

実
現
で
き
そ
う
な

期
待
が
も
て
る

学
校
現
場
で

浸
透
す
る
か
ど
う
か
は

未
知
数

進
路
指
導
や
職
業
教
育
と

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」の
違
い
が

わ
か
ら
ず
、

主
旨
が
見
え
な
い

今
は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」と
い
う
言
葉
も

内
容
も
い
ず
れ

忘
れ
去
ら
れ
る
と
思
う

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」に
お
い
て

教
員
が
果
た
す
べ
き

役
割
が
見
え
な
い

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」の

意
味
が
わ
か
ら
な
い

　 2008年全体（n=910）　　 2010年全体（n=1208）　　 2012年全体（n=1179）

（複数回答）※【キャリア教育実施校】とは、 図11「キャリア教育の実施時間」で「特に実施していない」以外の回答校

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
に

近
い
と
思
う
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
（
図
16
）、最
も
多
か
っ
た
の
は
前

回
と
同
様
、｢

生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
だ
と

思
う｣

59
％
。ス
コ
ア
は
前
回
よ
り
増
加
し
、

前
々
回
も
上
回
っ
た
。
３
位
の「
望
ま
し
い

進
路
指
導
が
実
現
で
き
そ
う
な
期
待
が
も

て
る
」と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
前
向
き
な

意
見
も
、前
回
よ
り
増
加
し
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
増
加

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
は
減
少

　

2
位
の｢

提
唱
さ
れ
て
い
る
内
容
ど
お
り
に

現
場
が
取
り
組
む
と
し
た
ら
、教
員
の
負
担

は
相
当
大
き
く
な
り
そ
う
だ｣

は
前
回
か
ら

微
増
。｢

学
校
現
場
で
浸
透
す
る
か
ど
う
か
は

未
知
数｣｢

進
路
指
導
や
職
業
教
育
と『
キ
ャ

リ
ア
教
育
』の
違
い
が
わ
か
ら
ず
主
旨
が
見
え

な
い｣｢

『
キ
ャ
リ
ア
教
育
』の
意
味
が
わ
か
ら
な

い｣

な
ど
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
し
て
後
ろ
向

き
と
も
と
れ
る
意
見
は
、今
回
軒
並
み
減
少

し
た
。
大
短
進
学
率
別
に
み
る
と
、﹇
40
〜

70
％
未
満
﹈は
前
向
き
な
項
目
の
ス
コ
ア
が

比
較
的
高
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、キ
ャ
リ
ア
教
育
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る
考
え
最
多
は｢

生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
だ
と
思
う｣

59
％

フリーコメント5　キャリア教育についてそう考える理由

図16 キャリア教育についてどう考えているか
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■教員の負担の大きさ

○教員の負担が大きく、これ以上業務量
を増加させることが難しい。進路指導部
がキャリア教育も担っており、散漫になっ
てしまう可能性がある（南関東/普通）
○普通科と商業科の併設であり、それぞ
れに応じたキャリア教育プログラムを構
築すると、教員の仕事量が膨大となる。
授業時数を確保することと、プログラム
の量との兼ね合い。教員の協力体制づ
くり（中国/普通）
○プランの作成や検証、県への報告な
どの事務処理の多さが教員の仕事を増
加させ、キャリア教育に最も必要な生徒
との面談、会話が減らされる（九州･沖
縄/普通）

■実施時間の不足

○各教科の授業時数が限られている中
で、学習進度の問題と、キャリア教育に
かかわる生徒の学習時間の確保に問
題が生じると思われる（東海/普通）
○学校全体で考えていかないと「時間」
がとれない。担任のみならず教科担任
の指導も重要であり、教科の中で「キャ
リア教育のための時間」がどのくらいと
れるかが問題となる（東北/普通）
○学習指導要領が改訂されて、カリキュ
ラム再編、学力向上となれば、総学の時
間など減るかも？（九州･沖縄/総合）

■教員の知識・共通認識不足

○教員の認識不足。キャリア教育を、単
なる出口指導としかとらえていない教員
が、まだ少なからずいる（東海/専門）
○全職員が、キャリア教育にますます共
通した認識が必要であると同時に、社
会環境も同じように動かないと難しい

（関西/普通）
○出口（キャリア）支援と学力向上支援
を行うセクションが異なるため、進路指
導に一貫性をもたせることが大変難し
い。教員間の進路指導に対する能力・
意欲の差が激しく、歩調をあわせること
が難しい（南関東/普通）

■教員のレベル、
　トップのリーダーシップ力

○若い教員が多く、卒業後に社会人と
して身につけておきたい能力についての
認識レベルが低い（東海/普通）
○職員の理解と、管理職のリーダーシッ
プ（九州･沖縄/専門）
○教員そのものの教科指導力、生活指
導力の不足（東北/普通）
○キャリア教育を実践されたことのある
先生方が多くない。毎年内容の深さに
差がでる（九州･沖縄/専門）

■学力向上や進学実績を優先

○生徒にとって、通常の授業や講習に多
くの時間が割かれるため、十分な活動時
間が確保できないこと（北海道/総合）
○時間の確保と、上級学校進学とのミ
スマッチ（南関東/普通）
○大学進学への意識が希薄化してしま
うところがあり、進学指導との兼ね合い
が難しい（中国/普通）
○生徒に「キャリア教育」を行う意義に
は異論はないが、現実問題として、進学
学力の向上を目指し、希望進路を達成
するための時間が必要であり、その時間
を削ることはできない（四国/普通）

■生徒の意欲や学力の
　低下・欠如

○生徒の質が下がってきており、「やらさ

れている感」が、生徒側に負担になりそう
（南関東/普通）
○基礎学力の不足と社会的関心の希
薄さ（北関東/普通）
○生徒の労働意欲、学力の低下、毎年
入学時点で下がっている（関西/普通）
○学力の二極化により学力の高い生徒、
低い生徒双方を満足させられる内容の講
座の設定が困難。この傾向が続けば、ま
すますキャリア教育を進めていくのが難しく
なると思います（九州･沖縄/普通）

■定義が曖昧

○「キャリア教育」の定義が曖昧であり、
浸透していない。進路指導主事、教務
主任が知っている程度であり、指導にま
で至らない。ただ「すべての教育活動＝
キャリア教育」ならば全職員がやってい
るとも言える（九州･沖縄/普通）
○本校におけるキャリア教育の位置づ
けが不明確。教職員のキャリア教育に
対する意識の共有ができるかどうか（－
/普通）

■その他

○キャリア教育をすれば、自己実現でき
るようになるという考え方に問題がある。
キャリア教育で学習時間を減らすのは
間違い。何よりも学力があって、考える
力や進路の多様性の理解が進む。落ち
着いて十分に学習する時間を与えるこ
とが先決（北関東/－）
○大学選びは「職業決め」から始める傾
向が強くなっているが、「職業に名前の
ついている仕事」をしている人より「名前
のない仕事」をしている人のほうが多い
のだからもっと広い視野で考えてほしい
と思うが、つい「職業を考えさせる」指導
になっていることが多い（関西/普通）

２０１２年「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の

「
障
害
」を
自
由
に
書
い
て
も
ら
っ
た（
フ
リ

ー
コ
メ
ン
ト
6
）。前
回
同
様
に
、教
員
の「
負

担
感
」や「
多
忙
」を
示
す
コ
メ
ン
ト
が
非
常

に
多
く
見
ら
れ
た
。
26
ｐ
記
載
の
デ
ー
タ
に

あ
る「
教
員
の
負
担
は
相
当
大
き
く
な
り
そ

う
だ
」と
い
う
回
答
の
多
さ
と
相
通
じ
る
印

象
で
あ
る
。
負
担
感
の
み
な
ら
ず
、実
際
に

行
う
う
え
で
の「
実
施
時
間
の
不
足
」も
非

常
に
多
く
の
回
答
者
が
指
摘
し
て
い
る
。

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
か

と
い
う
疑
問

　

教
員
の「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る
理
解

不
足
」や「
社
会
情
勢
の
認
識
不
足
」、そ

れ
ゆ
え
の「
教
員
間
の
温
度
差
」。さ
ら
に
、

「
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」を
課
題
と

と
ら
え
る
回
答
者
も
多
い
。

　

学
力
向
上
に
力
を
注
ぎ
た
い
教
員
や
高

校
か
ら
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
学
力
が
向

上
す
る
と
思
え
な
い
」「
時
間
を
取
ら
れ
た

く
な
い
」と
い
う
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
と
し
て

も
、そ
れ
を
現
実
の
進
学
先
や
就
職
先
と
マ

ッ
チ
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
実
践
上

の
本
質
的
な
課
題
も
挙
が
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
に
お
け
る
障
害 

フリーコメント6　キャリア教育を進めるうえでの障害

教
員
の「
負
担
感
」「
多
忙
」が
非
常
に
多
い
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キャリア教育役立ち度別

47.9役に立っている・計
（n=974）

19.9役に立っていない・計
（n=171）

39.8

15.8

39.3

15.8

33.5

10.5

29.0

18.1

16.6

9.4

34.1

13.5

34.2

8.8

22.3

11.7

14.6

2.3

2.0

20.5

8.1

2.3

4.0

4.1

13.0

4.1

9.0

1.8

46.8

17.0

16.2

12.9

12.1

5.8

14.8

3.5

4.3

2.3

4.0

1.2

2.3

1.8

42.72012年全体（n=1179） 35.5 35.0 29.3 26.5 15.2 30.2 29.7 20.2 12.4 5.97.0 4.411.4 7.741.2 15.5 10.9 12.8 4.0 3.5 2.1

「生徒の意欲」変容度別

59.4増した（n=453）

36.9変わらない（n=428）

36.4減った（n=11）

40.8

36.0

36.4

43.5

33.9

36.4
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24.1
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34.7
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21.9
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39.7
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9.1

43.5
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18.2
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9.1

21.6 0.0
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9.1

6.8

0.0
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0.0
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0.0

55.8

36.2

18.2

18.3

17.3

0.0

17.2

7.5

0.0

19.0

8.4

9.1

5.1

3.0

0.0

5.5

2.3

0.0

2.2

2.8

0.0

29.4わからない（n=211） 30.8 27.5 15.2 19.9 11.8 21.8 19.9 15.6 13.75.2 7.67.6 5.7 6.631.3 10.0 8.1 10.4 2.8 2.8 1.4

事前活動 プログラム作成 連携 研修・勉強会 体制 結果・評価

　 2012年全体　　 　意欲が増した

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
味
を
生
徒
に
伝
え
て
い
る

学
校
全
体
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
標
と
し
て
、

育
て
る
生
徒
像
を
具
体
的
に
設
定
し
て
い
る

学
校
全
体
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
標
と
し
て
、

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
を
具
体
的
に
設
定
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
味
を
保
護
者
に
伝
え
て
い
る

生
徒
の
実
態
や
要
望
の
情
報
収
集
・
測
定
・

デ
ー
タ
化
を
実
施
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
自
校
独
自
の

定
義
づ
け
を
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
組
織
的
・
体
系
的
な

指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
文
部
科
学
省
や
教
育
委
員
会

な
ど
の
資
料
・
テ
キ
ス
ト
を
教
員
に
配
布
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
自
校
独
自
の
資
料
・

テ
キ
ス
ト
を
教
員
に
配
布
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
た
め
、小
学
校
、中
学
校
、

専
門
学
校
、大
学
と
の
連
携
を
強
め
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
概
要
や
推
進
方
法
に
関
す
る

研
修
や
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る

研
修
会
・
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
に
つ
い
て

生
徒
の
評
価
を
求
め
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
を
教
員
自
身
が
評
価
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
に
つ
い
て

保
護
者
の
評
価
を
求
め
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授
業
実
践
に
関
す
る

研
修
会
・
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る

産
業
構
造
や
雇
用
環
境
の
動
向
を
共
有
す
る

研
修
会
や
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
た
め
、

学
校
と
地
域
や
民
間
企
業
と
の
連
携
を
強
め
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
た
め
、

進
路
指
導
担
当
部
署
と
各
教
科
の
連
携
を
強
め
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
た
め
の
組
織
変
更

（
担
当
部
署
の
創
設
、増
員
な
ど
）を
行
っ
て
い
る

そ
の
他

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
特
に
行
っ
て
い
な
い

※ 「2012年：全体」より「増した」「役に立っている・計」において、５ポイント以上高い数値を 色で表示 （複数回答）

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
よ
り｢

生
徒
の

意
欲
が
増
し
た｣

と
回
答
し
た
高
校
の
傾
向

を
見
て
み
た
い
。
図
17
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
状
況（
22
ｐ
）を
、25
ｐ
で
取
り
上
げ
た

｢

生
徒
の
意
欲｣

の
変
容
度
別
に
見
た
も
の
。

保
護
者
へ
の
伝
達
や

地
域
・
企
業
連
携
が
充
実

　

生
徒
の
意
欲
が｢

増
し
た｣

と
い
う
4
5
3

校
が
、全
体
に
比
べ
5
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く

な
っ
て
い
る
の
は
表
の
青
い
部
分
。【
事
前
活

動
】の｢

意
味
を
生
徒
に
伝
え
て
い
る｣

を
始

め
と
す
る
全
項
目
と
、【
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
】

の｢

組
織
的･

体
系
的
な
指
導
計
画
を
作
成

し
て
い
る｣

「
自
校
独
自
の
資
料
・
テ
キ
ス
ト

を
教
員
に
配
布
し
て
い
る
」、【
連
携
】の
全

項
目
、【
研
修
・
勉
強
会
】の「
概
要
や
推
進

方
法
に
関
す
る
研
修
や
勉
強
会
を
実
施
し

て
い
る
」、【
結
果･

評
価
】の「
成
果
に
つ
い
て

生
徒
の
評
価
を
求
め
て
い
る
」「
成
果
を
教

員
自
身
が
評
価
し
て
い
る
」で
あ
る
。な
か
で

も
【
事
前
活
動
】の「
意
味
を
保
護
者
に
伝

え
て
い
る
」と
【
連
携
】の「
地
域
や
民
間
企

業
と
の
連
携
を
強
め
て
い
る
」が
非
常
に
高

い
点
が
特
徴
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
役

生
徒
の
意
欲
が
増
し
た
高
校
の
特
色

図17 キャリア教育の推進状況

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路
指
導
の
取
り
組
み
が
活
発
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95.32012年全体（n=1179）

「生徒の意欲」変容度別

96.7増した（n=453）

96.0変わらない（n=428）

90.9減った（n=11）

93.8わからない（n=211）

60.52012年全体（n=1179）

「生徒の意欲」変容度別

61.8増した（n=453）

61.2変わらない（n=428）

36.4減った（n=11）

62.6わからない（n=211）
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進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　 2012年全体　　 　意欲が増した

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

進
学
面
接
指
導

進
路
行
事
と
し
て
の

学
校
見
学
会

小
論
文
指
導

卒
業
生
と
の
懇
談
会

補
習
・
課
外
授
業

就
業
体
験

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

進
学
の

手
引
き
作
成

職
場
見
学

就
職
面
接
指
導

高
大
連
携:

大
学
で
の
講
義
受
講

資
格
取
得
・

検
定
奨
励

卒
業
生
の
就
職
先
へ
の

教
員
の
訪
問

適
性
検
査

地
域
連
携:

講
演
、イ
ベ
ン
ト
な
ど

文
理（
コ
ー
ス
）

選
択
ガ
イ
ダ
ン
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

異
年
齢
交
流

進
路
相
談
・
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

高
専
連
携:

専
門
学
校
講
師

に
よ
る
出
張
授
業

情
報
誌
な
ど
活
字

情
報
に
よ
る
進
路

研
究

職
業
人
イ
ン
タ
ビ
ュー

進
路
ニュー
ス
の

発
行

中
高
連
携:

職
場
体
験
学
習
の
発
展
な
ど

土
曜
講
座

卒
業
生
へ
の
追
跡
ア
ン
ケ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
進
路
研
究

地
域
の
商
店
街
な
ど
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

労
働
者
の
権
利
に

関
す
る
教
育

保
護
者
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

活
用

ア
ル
バ
イ
ト
指
導

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
の
参
加
指
導

高
専
連
携:

専
門
学
校
で
の

授
業
・
実
習
な
ど

外
部
の
進
路

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

Ｎ
Ｐ
Ｏ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
大
連
携:

大
学
教
授
に
よ
る

出
張
授
業

ジ
ョ
ブ・
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ

職
業
人
に
よ
る

講
演
会

卒
業
生
の

就
職
先
ア
ン
ケ
ー
ト

（複数回答）※ 「2012年：全体」より「増した」において、５ポイント以上高い数値を 色で表示

２０１２年「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」

立
ち
度
別
で
も
見
た
と
こ
ろ
、い
ず
れ
の
項

目
も｢

役
に
立
っ
て
い
る
・
計｣

が「
役
に
立
っ

て
い
な
い
・
計
」を
上
回
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
役
立
ち
度
と
推
進
状
況
に
も
正
の
相

関
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
職
業
人
講
演
会
や

卒
業
生
懇
談
会
が
活
発 

　

進
路
指
導
の
取
り
組
み
状
況
と
生
徒
の

意
欲
と
の
相
関
も
見
て
み
よ
う
。
図
18
は

進
路
指
導
の
取
り
組
み
状
況（
16-

17
ｐ
）

を
、25
ｐ
で
取
り
上
げ
た｢

生
徒
の
意
欲｣

の

変
容
度
別
に
見
た
も
の
。
生
徒
の
意
欲
が

｢

増
し
た｣

高
校
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
が
全

体
値
を
上
回
り
、進
路
指
導
の
取
り
組
み
が

活
発
な
様
子
だ
。
表
の
青
色
が
示
す
よ
う

に
、「
職
業
人
に
よ
る
講
演
会
」「
卒
業
生
と

の
懇
談
会
」「
就
業
体
験
」「
地
域
連
携
」｢

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
異
年
齢
交
流
会｣｢

職
業

人
イ
ン
タ
ビ
ュー｣

「
中
高
連
携
」「
保
護
者
と

の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
と
り
わ
け
活
発

だ
。加
え
て
、｢

資
格
取
得･

検
定
奨
励｣｢

進

路
相
談･

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ｣｢

情

報
誌
な
ど
活
字
情
報
に
よ
る
進
路
研
究｣

な
ど
も
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　

以
上
の
結
果
に
よ
れ
ば
、生
徒
の
意
欲
が

増
し
た
高
校
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路
指

導
に
積
極
的
に
取
り
組
む
傾
向
が
あ
る
と

い
え
そ
う
だ
。

図18 現在実施している進路指導の取り組み（生徒対象〈①学校内完結②外部とのコラボレーション〉のみ抜粋）
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